
令和３年１２月２４日(金) 

情報モラル学習中 

    

  

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はまぐち 

№27 

伊勢市立伊勢宮川中学校だより 

 とにかく、よくがんばりました！ 

夏休み明け早々に緊急事態宣言が発出され、臨時休校に。９月はオンライン授業、
分散登校と、みんなは長くたいへんな時期を過ごしました。 

10月４日の学校本格再開直後から、たくさんの学校行事が続きました。 
定期テスト③、運動会、吹奏楽コンサート、修学旅行、定期テスト④、校外学習、
演劇鑑賞会、合唱コンクール、作品展示、校内駅伝大会、そして日々の学校生活を制
約の中でも我慢強く、着実にこなしてきました。そして、「やるべきときに やるべき
こと」を実行していれば「うまくいく」ということを示してくれたと思います。 

前号でも書きましたが、夏休み以降、３年生の活躍がすばらしかったです。いろい

ろな場面で１,２年生の手本となってくれていました。全国大会への出場や数々のコン
クールでの入賞も嬉しいニュースでした。対外的なことはもちろんですが、「運動会」
「合唱コンクール」「校内駅伝大会」では、この３年生ならではの「力量」に圧倒され
ました。グラウンドを全力疾走する姿も身を乗り出して熱唱する姿も忘れられません。 

●「風の中 本気で走って 保健室」（田中 愛斗） 

●「オレンジの ジャージと笑顔と 青い空」（山川 花音） 

「３年生になったら、自分たちもあんな風に活躍したい！」そう思った後輩が大勢

いたはずです。１,２年生が迫力のある取組を見せてくれているのは、きっと３年生の
おかげだと思います。全校生徒 227人。みんなは自慢の生徒です！ 

 いよいよ令和３年の締めくくりです。 
みんなの通知表を見て、それぞれに今年１年で「できるようになったこと」がたく

さんあるはずだと感じました。まず、「できることが増えた」自分を褒めてください。
そして、「やろうと思っていたのにできなかったこと」を明らかにして、令和４年３月

31日までの短期目標にしてみましょう。前に話した今年度の「着地点」として、「ど
んな自分になっていたいのか？」もう一度描いてみることです。 

３年生のみんなには、「進路決定」という大事な「着地点」をめがけて、粘り強く学
び続けてほしいです。あきらめないこと！がんばった人には がんばった分だけ結果が
ついてきます。１,２年生も次の学年に向けての準備期間として気を引き締めてほしい
と願っています。「毎日が未来への分岐点」です。思ったその日から実行してみよう！ 

年末年始、くれぐれも健康管理と交通安全に気を付けて過ごしてほしいです。新型
コロナウイルス感染症については新たな変異株の心配もあり、まだまだ油断ができま
せん。引き続き、感染症対策を忘れずに自分を守ってください。 

 それでは、令和４年１月７日、新しい決意の中で、笑顔で会いましょう！ 

みんなで乗り切った令和３年★ 

印象的な川柳！ 

大掃除の様子 

よく動きます！ 



 前回に続き、とっておきの「ミニ感想文」を紹介します。「３年生の文章には力がある！」
そう感じました。しっかり読んで感じとってほしいです。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「きみはいくさに征ったけれど」みんなの感想から その② 

★題名を聞いたときは、重くて悲しいお話かと思って少し身構えてしまいましたが、観た後は、生き

ることについて考え、優しい気持ちになれたと思いました。主人公の宮斗はいじめに悩んでいまし

たが、浩三さんや周りの人々とのやりとりによって、自分の気持ちを押しこみすぎずに伝えられる

ようになっていくところが印象に残りました。これから悩むこともあるかもしれませんが、それで

も楽しいことを見つけて、生きる意味を探していきたいです。（劇団の皆さんへ）心に響く劇が観

られて嬉しかったです。ありがとうございます。いくつかの椅子がまるで魔法のように様々なもの

に変わり、驚きました。 

★この劇を観るまで、竹内浩三さんを知りませんでした。でも、劇を観て竹内浩三さんの生き方が少

しだけど分かりました。最初はいじめをがまんしていた主人公だったけど浩三さんと出会って、一

緒に過ごしていくうちに、気持ちに変化が起こりました。自分に自信がもてるようになって言いた

いことが言えるようになってすごいことだと思います。自分に自信をもつには、誰かに話したり、

自分と闘ったりすることが大切なのだと思いました。大切なことを教えていただいてありがとうご

ざいました。 

★まず、一番に命の大切さにより気付きました。宮斗さんの生きることへの考え方と、竹内浩三さん

の自由のない、戦争の中での生き方が交差するところが心に残りました。私は演劇などをあまり観

たことがなくて、一つ一つの行動がすごくリアルで感動しました。伊勢宮の体育館だということを

忘れるぐらいでした。人生楽しんでいこうと思います。ありがとうございました。 

★このご時世、「生きる意味を見出せない」人がいるなどのニュースをよく見る中で、青年劇場さん

の劇を観て、生きる意味について今一度考えてみようと思いました。 

★宮斗の生きることに対しての考えが変わっていくのを感じられてよかったです。自分も共感すると

ころが多々あって、生きることに対してや普通ということに対して考えていたこともあったので、

すごく記憶に残るものになりました。 

【保護者の皆様へ（お礼とお願い）】 
◆お忙しい中、1,２年生の個別懇談会にご来校いただきありがとうございました。「新たな資源

回収」にもたくさんご協力いただき、感謝申し上げます。 

◆合唱コンクールの You Tube配信もご覧いただきましたでしょうか。懇談会に来ていただい

た保護者の方から感想を聞かせていただき、とても嬉しかったです。今回も伊勢市教育研究所

の出口アドバイザーにビデオ編集をお願いして、すてきに仕上げていただきました。毎回、愛

情たっぷりの編集をしていただき、感謝の気持ちでいっぱいです。 

◆学校行事がままならない状況ではありますが、活動を通して伊勢宮の子どもたちの「可能性の

高さ」には感心しています。このまま伸びやかに健やかに成長してほしいと願っております。 

◆明日から冬季休業に入ります。1，2年生の部活動は練習計画に従って行います。年末年始の

学校閉校期間は、12月 29日(水)～１月３日(月)とさせていただきますので、ご承知おきく

ださい。 

◆「お子さんの交通事故、大けがや病気など命に関わることなど緊急対応が必要なとき」、「お子

さんや保護者の方が新型コロナウイルス感染症に罹患したとき、PCR検査等を受けたとき、

濃厚接触者に指定されたとき」は必ず学校にご連絡願います。 

   【伊勢宮川中学校 ℡：25‐8315】 

※学校閉校期間については、【伊勢市教育委員会事務局 学校教育課 ℡：22‐7881】に 

 連絡願います。その際、＜学校名・学年・クラス・生徒名・緊急連絡内容・折り返しの連絡

先（電話番号）＞を伝えていただくようお願いします。 

大切なお子さんの健康と命を守っていただくため、引き続き見守りや声かけをしていただき 

ますようお願いいたします。よい年をお迎えください！ 


